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2011年2月19日 

東教区各教会 牧師・役員会 

宣教フォーラム準備委員 殿 

東教区宣教フォーラム準備委員会 

東教区伝道奉仕部長 中島康文 

第17回実行委員長 鳥飼一成 

主の聖名を賛美いたします。 

下記の会合につきましてご報告いたします。 

 

○第18回宣教フォーラム・第2回準備委員会議事録 

・議題：フォーラム実施の諸事項検討 

・日時：2011年2月19日(土)14：00～16：00 

・場所：ルーテル市ヶ谷センター3階会議室 

・出席者：（敬称略、順不同） 

   中島康文牧師（市川）、鳥飼一成（津田沼、司会）、池谷芳里（板橋）、三澤玲子（東京）、 

田中幸（本郷）、森川正明（池袋）、前山貴史子（市ヶ谷）、林栄二(三鷹)、高橋進（田園調布）、 

木村猛（保谷）、清野博之（藤が丘）、山口好子（むさしの、記録） 

・欠席者：根本恭子（日吉） ・退任：水上利正（本郷） 

 

Ⅰ．開会の祈り：鳥飼委員長 

Ⅱ．協議・決定事項 

１．開催場所の選定 

要件：前回実質約180名の参加者が集った→今回も200名前後を収容可能な場所が必要｡ 

意見：新しい、まだ行ったことのない教会で開催したい。板橋、本郷は周囲に会場はあるが 

高齢者が移動しやすくはなく、200名は無理。 

候補：池袋教会 

諸事情からメインで実務を指揮することは現状無理であるため会場のみ提供を条件とする。引受けの

可否等は森川委員が母教会に持帰り、牧師に検討を依頼。 

検討：池袋教会の設備を使用する際、教会関係者立会のもとで協議し、可能な協力を仰ぐ。 

：礼拝堂での飲食、庭の使用、雨天時の対応、教会内諸室の使用等、可否を問う。 

  ：それ以外は宣教フォーラム委員会自体が運営を行う。 

２．組織・役員の選任  

・ダブルで拝任。氏名は主/副（支援）の順。 

委員長：鳥飼 / 清野   副委員長：森川 /  総務：木村 

    会計：池谷 / 三澤     書記：田中 / 山口 

    他の支援：池袋教会からの選出も検討願う。 
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Ⅲ.テーマ等 

  対象：ルーテル教会の信徒。内向け。 

  発題（候補）：「復活」「祈り」「信仰の交わり」「今を生きる」「老いの意味」他 

  協議：上記5候補を中心に、新たな案、講師案を含め、次回委員会で内容深耕し決定へ導く。 

  発言内容 

・ルーテル教会の教義は「復活信仰」が原点と聞いている。 

   ・「復活」案はよいが内容を先読みされてしまい参加を喚起できない恐れがあるのでは。 

   ・難しい内容、抽象的な内容は感心しにくい。 

   ・「復活」のテーマは難しいのでは。 

・「祈り」は神とのつながりを感じる。改めて「祈り」について具体的に学びたい。 

・ルーテル教会は祈らないという評判がある。 

・ルーテル教会に転籍して、祈祷会がないことに驚いた。信徒の本音が出てくるのに…。 

・何をどう祈ってよいかが分からない。 

・母教会でもいま「祈り」がテーマ。何かがあると皆で祈り合っている。神がその祈りを聞いてくださる。 

・「復活と再臨」は奥深く興味深い。 

・「復活」は前回の内容と似てしまうのではないか。 

・来たくなるような内容（喜びと交わりなど）を求めて新たに発題したい。 

 教会から上がってくるテーマ、新人発掘につがなり高齢化することを若返らせることへ転換できるよう

な、教会の現実と連携するようなテーマを見つけたい。 

・「老い」を生きることに関心がある。仕事から解放され自由な時間が多くなる。それは神から与えられた

恵の時では…。人生最後の昇り坂として「老いの意味」を考えたい。 

・パウロも願った「執り成しの祈り」のような意味で「祈り」案もよい。 

・「どう生きるか」「どう死ぬか」、どちらもよい。教会の高齢化への対応、継続化が一番の問題だが宣教フ

ォーラムのテーマとして親和するかどうか…。 

・「復活と再臨」を提案する。「復活」は前回からのテーマの流れではふさわしい。実は教義と現実の生活

とがリンクしにくいと自分は感じているので、テーマ案に「私は復活できるのか」「私にとって復活とは

何か」を提案し、「復活」とは何か、を知りたい。その先に「再臨」の話につながってゆくと思うので。 

 中島牧師コメント 

  ・「復活」と「祈り」は一緒のテーマにするとなると論旨がかけ離れてしまう恐れはないか。 

  ・これまでの流れから発案するのか、それとも他の方向から発案するのかを決めてはどうか。 

  ・人を集めたいのか、信仰を深めたいのか、という目的からもテーマは決まってくるのでは。 

      ・総じて、前回のように、準備をすることをも含め、皆が元気になれるようなテーマや、広がりのある、 

委員会から広がってゆくようなものが望ましいのでは。 

Ⅳ.小冊子の発行 

  編集委員により、第1回編集委員会を2月26日に開催し、詳細を決定する。 

Ⅲ．次回準備委員会 

  ・3月19日(土)14：00～16：00 池袋教会にて。 

Ⅳ．閉会の祈り 主の祈り 


